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「明日の京都」丹後地域振興計画「明日の京都」丹後地域振興計画「明日の京都」丹後地域振興計画「明日の京都」丹後地域振興計画 地域の持っている「宝」をいかした
「元気な丹後」をめざした取組を
地域の皆さんと進めています。

産業振興による丹後地域の活性化産業振興による丹後地域の活性化

地域の魅力を結集した観光ゾーン形成 新たな食材の開発や食関連ビジネスの創出

環境と文化の伝承環境と文化の伝承
豊かな自然の保護・育成や
地域文化の伝承を促進

府民が共にいきいきと安心に暮らせるまちづくり府民が共にいきいきと安心に暮らせるまちづくり

地域力再生・NPOとの協働、命の
里の再生とふるさと保全活動など

医師確保対策や高齢者支援体制
の構築、災害に強い安心安全な
まちづくりを促進

人材育成や販路開拓支援等への取組

　丹後の歴史や食の王国などをテーマにし
た丹後旅行商品コンテスト「京都・丹後　観
光アイデアコンテスト」～私だけが知ってい
る、丹後ベストオブツアー！！～。応募総数
は約190通にも上りました。
　旅行会社などで構成する審査会の審査
やプレゼンを経て、最優秀作品
（商品）は実際のツアー化を検討
していきます。

「京都・丹後 観光アイデアコンテスト」
～ 私だけが知っている、丹後ベストオブツアー！！ ～

　海洋センターでは、水質浄化能力を持つアサリの短
期育成技術を開発。地元漁業者により旅館などへ試験
出荷が行われ、好評価を得ました。また、減少したアマ
モ場の復活に向けて、地元漁業者や府民とともにアマ
モの種まきや株の移植を進める予定です。
　この他、大量発生・腐敗臭が問題のカキ殻を回収・除
塩・粉砕し、石灰質資材として農地に還元できるよう、
丹後農業改良普及センターや与謝野町などが取り組ん
でいます。

阿蘇海の環境改善
～海で陸で進む取組～

　野生鳥獣被害防除は、図の3つの対策を
集落みんなで総合的に行うことが必要です。
振興局では「鳥獣被害に強い地域づくり」
に向けて、鳥獣を寄せ付けないための講
習会（6月）や防護柵の設置（平成22
年度：総延長117km）、有害鳥獣の
捕獲（平成22年度：シカ1,365頭、
イノシシ3,419頭ほか）などを市
町や猟友会などと連携して進めて
います。

野生鳥獣被害「ゼロ」の地域づくり

　丹後地域の医療体制強化を
目指し、地域医療機関と府立与
謝の海病院が共同利用している
高度医療機器を最新・高性能の
ものに更新。より高度な診断や
検査時間の短縮など患者さま
の負担軽減にもつながります。
11月下旬にはMRIも更新予定。

地域連携用高度医療機器を整備
～ 府立与謝の海病院 ～

　大手川は、平成16年、台風23号によ
り大規模な浸水被害を受けましたが、
宮津の歴史と自然を生かした安全で心
安らぐ水辺となるよう、地域の皆さんの
意見を反映した河川整備が完了。「大手
川ふれあい祭り」や「宮津キャッスル
ハッスル」などのイベントが開催され、
てんころ船の運航やダンボール舟レー
スを通じて市民に親しまれています。

大手川 ～ 歴史と自然を生かした親水空間で各種イベントを展開 ～

　9月17日、丹後あじわいの郷で丹後
の食をPRするマルシェを開催。今後、
12月・3月にも開催の予定です。
　また、同園では毎月第3日曜日に『月
例祭』が行われ、軽トラ市などで丹後の
おいしい食べ物が販売されています。

マルシェを開催 ～ 丹後のフルーツ・デザートｄeマルシェ ～

　丹後あじわいの郷に、全国から
外食産業のバイヤーを招いて「食
の大商談会」を開催(6月15日）。
丹後地域をはじめ、府内一円から
24ブースの出展があり、試食や
試飲も行いながら活発な商談が
行われました。

 丹後あじわいの郷で
「食の大商談会」を開催

　「京たんご梨」の規格外品を有効利用
するため、しぼった果汁をじっくり煮詰め
たもので、障害者福祉センター「夢織り
の郷」が、業務用としての商品化を目指し
ています。

京都「丹後・食の王国」

丹後オリジナル食材づくり
梨果汁ソース ～ 梨の果汁を濃縮 ～ 　ものづくりの盛んな丹後の子どもたちが科学のお

もしろさを発見・体験し、将来、ものづくりを支える
人材に育つきっかけづくりを目的に、今回は、身近な
材料による電池づくりやオリジナルキャンドルづくり
などを実施します。対象は小学４年生～中学生。

　　「おもしろ科学教室ｉｎ丹後」を開催
１１月２６日（土）１３時～１６時 丹後・知恵のものづくりパーク
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（京丹後市峰山町荒山）

　“丹後ちりめん”のふるさと・丹後から多く
の皆さんに、きものの美しさや作り手の熱い
思いなど、きものの魅力を伝えるために任命
された丹後きものクイーン。イベントなどで
地域の観光スポットや豊富な海・山の幸な
ど、魅力あふれる丹後を紹介していきます。

丹後のＰＲときものの魅力を発信！！
～ 第５期 丹後きものクイーン ～

　10月から来年3月まで、直
接ものづくりの現場を見ていた

だく「丹後ええもん工房」を展開。
お客さんとお話しできることを楽
しみに、織物、工芸、食品の22工
房が集まりました。スタンプラリー
も実施中。

今年もオープン！ 丹後ええもん工房

商工労働観光室
　0772－62－4304
　0772－62－4333

農林商工部企画調整室　　 0772－62－4315　 　 0772－62－4333
丹後農業改良普及センター
　 0772－62－4308　 　 0772－62－5894

織物・機械金属振興センター　　 0772－62－7400　 　 0772－62－5240

織物・機械金属振興センター　　 0772－62－7401　 　 0772－62－5240

丹後農業改良普及センター
　 0772－62－4308　 　 0772－62－5894

農林水産技術センター海洋センター
　 0772－25－3079　 　 0772－25－1532

森づくり推進室森林管理担当　　 0772－62－4317　 　 0772－62－4333 府立与謝の海病院　　0772－46－3371　 　 0772－46－3371
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未来のものづくりを担う
子どもたち

観光の専門家を交えた
コンテスト企画の検討会
観光の専門家を交えた
コンテスト企画の検討会
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8月に導入されたＣＴ。短時間
で高精細・広範囲の撮影が可能

浄化能力の高いアマモ カキ殻を粉砕しているところ

商工労働観光室　　 0772－62－4304　 　 0772－62－4333

丹後土木事務所河川砂防室　　 0772－22－7986　 　 0772－22－3250丹後土木事務所河川砂防室　　 0772－22－7986　 　 0772－22－3250

新丹後活動プラン

丹後「日本海観光」プロジェクト 「丹後・食の王国」プロジェクト

人々が交流・連携する地域共生 府民安心のまちづくり

ものづくり産業等地域産業の振興

産業観光
まちづくり大賞
奨励賞 受賞

産業観光
まちづくり大賞
奨励賞 受賞


